

































る事例紹介の議論が中心であり（5）（岡 2003；西山 2003；辻本・金 2009；清水・小野・草野・


























































第 1回 2016/2/9 1時間 28分 調査協力者の診療所
第 2回 2016/8/7 1時間 38分 訪問介護事業所






同意の意思確認をおこなった。調査当日に改めて、a 調査目的、b 調査方法、c 調査不同意の際





































































































































































































E の母親は DV が原因で離婚し、元夫に居場所を知られないように、知り合いが誰もいないこの地域
に引っ越してきたということである。DV や離婚の影響からか、精神的に不安定な様子が見られ、送迎時
に園の職員をつかまえて、延々と自分の身の上話をするのが常になっていた。その際、涙を流して「しん



































園では、まず母親が F を両親に預けない形で F と離れる時間をつくる必要があると考え、一時預かり
の利用を勧めた。F が一時預かりの保育を楽しみにする姿も見られるようになったことから、母親は一時







































































































































神疾患をもつ親と子のグループワーク」（Parent Child Group-work : PCG）実践が紹介されている。
精神疾患があり育児不安をもつ親同士がグループミーティングをとおして疾患から回復する意欲を持
つことを支え、それによって次世代育成の促進を図ることがめざされている。
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